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図工のみかた  03号 表紙 『いろいろ いろみず』 （1年生）
色水をつくることや、思い付いたことを試す造形遊びの題材。色水
を混ぜて、新しい色を見つけながら、してみたいことを試していきま
す。すべり台の階段に色水を並べたら、いつものすべり台が楽しく見
えてきました。
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日文教育資料 [図画工作 ]

本資料は、「教科書発行者行動規範」に
則り、配布を許可されているものです。
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「知識ってなんだ？◯」
学習指導要領

阿部宏行 （北海道教育大学教授）

INTERVIEW

1

知識及び技能ってなんだ？◯1 今号は、知識がどう習得されていくのかというお話でした。子どもたちは、自分で見て、
触って、感じ取りながら、形や色を見つけています。その実感が、表現や鑑賞の活
動を通して、積み重なり結びついて知識となり、より多様な形や色が見えてくるよう
になります。こうして深まった造形的な視点で、身の回りを捉えることで、世界はもっ
と豊かに見えてくるのではないでしょうか。

実感の積み重ね、それが、「知識」を身に付けていくことなのです。

私は小人さんの4コマ漫画に、自分の「思い」を託しています。これまでの経験の中で知り得た
「知識」を伝える手段として漫画を活用しています。小人さんは、『マンガの描き方』から生まれ
ました。「丸に黒点を2つ描いて目にする」という話を読んで「これでいいのか」と肩の力が抜け
たことがスタートです。4コマのストーリー性は、レオ・レオニの絵本から学びました。フレデ
リックは、芸術の大切さを私たちに教えてくれます。

（『図工のABC』より）

例えば造形遊びの題材を考えるとき…

左：『マンガの描き方』 手塚治虫（著）　光文社刊
右：『フレデリック』 レオ・レオニ（著）、谷川俊太郎（訳）　好学社刊

資質・能力の三つの柱

クリエイティブディレクター：池田晶紀（ゆかい）
アートディレクター：畑ユリエ
フォトグラファー：池田晶紀、川瀬一絵、池ノ谷侑花、伊藤萌（ゆかい）
イラストレーション：山根諒子（ゆかい）

見つける （p.02） 見えてくる （p.02,07）

造形的な見方・考え方　感性や想像力を働かせ、対象や事象を、形や色などの造形的な視点で捉え、自分のイメー
ジをもちながら意味や価値をつくりだすこと

図画工作の目標（1）　対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解するとともに、材
料や用具を使い、表し方などを工夫して、創造的につくったり表したりすることができるようにする。

（平成 29 年 6月 小学校学習指導要領解説図画工作編より）自分の感覚や行為を通して理解する 造形的な視点で捉える



図工の時間、子どもたちは、

自分で見て、触って、身体を使って、

形や色に関わっています。

そのとき子どもたちは、

どんな形や色を見つけて、

どんなイメージを広げて、

「こうしたい」という思いを

実現しようとしているのでしょうか。

学習指導要領のキーワードと、

図工の見方について、図工の味方、

阿部宏行先生に聞きました。

　図工って、想像力を創造性につなげていくこと。創造性に向かって「いいこと考えた！」というつぶやきがど
んどん出る授業っていいですよね。それには、子どもの自己表現が保障されていないと。「こうしたいけど、
どうやってやろう」と試したり工夫したりする。そこで「いいこと考えた！」と知識や技能を活用したり獲得し
たりしていく。まず必然性とか切実感という発動する力がないと、理解は広がっていかないんです。
　スムーズに授業を進めようとして、「最初に地面を塗って、それから…」と先回りして指示することが、子ど
もの「こうしたい！」という気持ちにブレーキをかけていないでしょうか。子ども自らが獲得しようとして得る
知識ではなく、「先生の言うことを聞く」ことが一つの大事な知識になっているとしたら、それはおかしいとぼ
くは思うんです。子どもがどんどん受け身になってしまう。
　世の中ってみんな＜思い＞でできていて、「こうしたい」という思いをどう実現するのかっていうのが図工の
力なんじゃないかな。思いを、何らかの形で実現したくて、絵に表したりする。その思いをすくいとってあげ
るのがぼくたち大人の仕事なんです。思いを実現する中で子どもはつくりだす喜びを知る。考えることとか、
知識を含めてすべて「つくりだす喜び」に集約される。「イマジン」の歌詞のように、子どもの「つくりだす喜
び」に満ちた姿を強くイメージすることが、授業改善に進む先生の第一歩だと思います。

　子どもって、つくりながらイメージを広げていきますよね。2年生の
図工で、粘土を握った形からつくりたいものを考える活動がありました。
ある男の子が粘土をぐにゅっとひねって、最初はその形が足に見えて人
の体をつくることを思い付いたんです。つくっていくと手足が長くなって、
ブラブラ振り始めました。すると「あ、フラダンスのスカートだ！」って。
その後、粘土板に置いて離れて見ると「タコだ！」ってなって。そんな風
に新たなイメージが浮かんでくるのは、素材と関わって、形を変えて、形
を捉えることを繰り返しているからです。
　そうやって自分で見つけた形や色が、知識になっていきます。先生か
ら教えられることだけではなくて、「粘土のムニュって感じが面白い」「ピ
ンク色って気持ちが明るくなる」とか、子どもは見て、触って、感じ取り
ながら獲得しています。小学校では自分でいろんな体験を積むことが
大切です。だから、活動をしながら知識を身に付けられるように、題材
を考えないと。題材を砂場に例えるなら、先生はちゃんと知識などの資
質・能力を埋めておくんです。それを表立って「そこに埋めてあるよ」っ
て取り出すんじゃなくて、子どもが楽しく活動しているうちに「先生、見
つけた！　ここに知識があったよ」って身に付ける、そういう感じ。

　子どもが何を見つけたかを知るには、子どもが何を面白がっている
のかつかめないと。まずは子どものフィールドに下りることからスター
トするんです。だから、学生には「子どもの視線で『学び』を考えて」っ
てよく言うんです。とにかく教室に行って子どもがしゃべっているのを
聞いて、「すてきだね」って言ったら、そのすてきなものをそばでいっ
しょに見てあげてって。

　そういう子どもの一面があるって人からは聞いていたけど、それをよ
うやく実感した。ぼくの授業は失敗ばかりだったけど、その経験が次の
授業を考えるときに自分のどこかに残っている。子どもがもっと見えて
くる。やってみるから、見えてくるというのは、きっと大人も子どもも同
じなんじゃないでしょうか。

　図工の授業って、ぼくはあまりうまくいった記憶がないんです。長年、
担任をしていたんですが、失敗ばかりだったような気がします。でもその
積み重ねで、子どもってこういうものなんだって見えてきた、理解できた。
　ある日、段ボールを積み上げる造形遊びをしました。どんどん積み上
げていって、できあがったときに子どもたちは「わーい、みんなでやった
んだ！」って拍手して喜んでいたのに、ぼくが「じゃあ、壊していいよ」っ
て言った瞬間から、鬼気迫る勢いで壊し出したんです。制御がきかなく
なるというか、つくるときよりもエネルギーが断然上。汗だくになって終
わった後、「きょうの授業どうだった？」って聞いたら、子どもたちは「壊
すのが楽しかった」って。ぼくはずっと一生懸命つくることが大切だと考
えてたけど、それを見た瞬間、「あれ、違うかも」って思ったんです。も
しかしたら、壊す楽しさも子どもにとって大切な要素なのかもしれない。
みんなでつくったから壊すのも楽しくて、それなら壊すことも含めて活動
なのかもしれない。壊すってことを経験するから、自分をコントロールで
きるようになるのかもしれない。壊すことから次の新しいものが生まれ
てくるのかもしれない…もちろん、友だちの作品もやぶったりしていいっ
てことではないですよ。

語り手

（北海道教育大学教授）
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あべ・ひろゆき　
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大学岩見沢校美術文化専攻美術文
化教育コース教授。日本文教出版小
学校図画工作教科書の代表著者の一
人として美術教育の発展に努める。
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図工のみかた  03号 

いろいろな材料に、光を通してできる形や色。
動かしたり、重ねたりして、見え方を試しながら、
新しい形や色を見つけていく。光の世界が見え
てきて、「こうしたい」が生まれてくる。

（日本文教出版 ずがこうさく 1・2下 p.10-11）

『ひかりの プレゼント』
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